
日本環境会議 第39回東京大会

令和6年能登半島地震の現状と課題

令和6年9月22日（日）

株式会社計画情報研究所 安江雪菜

１．能登半島地震の被害状況

２．復旧・復興状況 

３．復興に向けた取り組み状況

４．今後の課題



自己紹介
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安江雪菜

株式会社計画情報研究所 代表取締役

本社 石川県金沢市 建設コンサルタント

プランニング及び事業化支援（交通、まちづくり、

現在 国交省直轄 市街地復興方策検討調査業務（その２） 珠洲市・中能登町

国交省直轄 復興まちづくりに向けた中間支援活動との連携方策調査検討

和倉温泉創造的復興 事業等

一般社団法人NOTOTO. 共同代表

4月11日設立 休眠預金 2023年通常枠

●居場所事業｜能登の未来に向けた交流・対話の場をひろげる

●伴走事業｜能登の生業・地域復興の担い手をつなぎ支える

●発信事業｜能登での経験を世界の生きた学びとして伝え続ける

国内外の
人や企業等を
コーディネート



１．能登半島地震の被害状況
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１．能登半島地震の被害状況

4出典）国土交通省資料



１．能登半島地震の被害状況
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出典）石川県資料
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１．能登半島地震の被害状況

7

被害状況（１月17日 珠洲市蛸島）



１．能登半島地震の被害状況
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被害状況（２月３日 門前 鹿磯漁港、總持寺祖院）



１．能登半島地震の被害状況
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出典）石川県資料



２．復旧・復興状況 インフラの復旧状況

10出典）国土交通省資料



２．復旧・復興状況 インフラの復旧状況

11出典）国土交通省資料



２．復旧・復興状況 被災後８ヶ月の人口変化と仮設住宅の状況
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出所）県住民基本台帳人口データより作成

７市町、地震後８か月で
人口約４% （5,854人）減

７市町、仮設住宅
91.8％（6,091戸）完成

出所）県公表資料より作成
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３．復興に向けた取り組み

石川県 創造的復興プラン（仮称）の概要
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３．復興に向けた取り組み

石川県 創造的復興プラン
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取組１
復興プロセスを活かした関係
人口の拡大

取組２
能登サテライトキャンパス構
想の推進

取組13
産官学が連携した復興に向け
た取り組みの推進

取組３
能登に誇りと愛着が持てるよ
うな「学び」の場づくり

取組４
新たな視点に立ったインフラ
の強靭化

取組５
自立・分散型エネルギーの活用な
どグリーンイノベーションの推進

取組６
のと里山空港の拠点機能の強
化

取組７
利用者目線に立った持続可能
な地域公共交通

取組８
奥能登版デジタルライフライ
ンの構築

取組９ 能登の「祭り」の再興 取組10
震災遺構の地域資源化に向け
た取り組み

取組11
能登半島国定公園のリ・デザ
イン

取組12 トキが舞う能登の実現



３．復興に向けた取り組み
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■珠洲市

・復興計画を策定中（年内）

・策定委員会（第１回：5/18、第２回：7/27）

・地区意見交換や意識調査、地区協議会を実施中

■輪島市

・復興まちづくり計画を策定中

・検討委員会（第１回：5/9、第２回：7/12、

第３回：8/8）

■能登町

・復興計画を策定中

・推進委員会（第１回：5/16、第２回：5/28

第３回：8/29）

■穴水町

・復興計画を策定中

・策定委員会（第１回：5/24、第２回：6/25、

                         第３回：7/26、第４回：8/22）

■七尾市

・戦略的復興ビジョン案を策定中（年内）

・市民公開ミーティング（6/23～8/3）

■中能登町

・復興計画を策定中

・委員会の設立準備中

■志賀町

・志賀町令和６年能登半島地震復興計画を策定

（令和６年７月）

各市町の役割

・住民への意向把握、意見交換会等の実施
・復興に向けた方針・計画の策定

国直轄の役割（都市局・住宅局等）

・被災状況の調査、把握・・（１）調査
・復興まちづくりの検討・・（２）調査



３．復興に向けた取り組み

和倉温泉創造的復興ビジョン（県内第一号のエリアビジョン）の取り組み
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２２の旅館
(全客室数約1300部屋、収容人数約6600名)

被害総額 1000億円以上



３．復興に向けた取り組み

ビジョンの策定プロセス
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３．復興に向けた取り組み

ビジョンのコンセプト・基本方針
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４．今後の課題 能登の里山里海 世界農業遺産（GIAHS）の側面から

19

世界農業遺産（GIAHS）で評価された価値

人の手が入った里山里海の共生循環のシステム

（１）生物多様性が守られた伝統的な農林漁法と

土地利用

（２）優れた里山景観

（３）里山里海に育まれた多様な生物資源

（４）長い歴史の中で育まれた農耕にまつわる

文化・祭礼

（５）伝えていくべき伝統的な技術

（６）里山里海の利用保全活動

七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町、穴水町、能登町

能登地域４市５町
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４．今後の課題 能登の里山里海 世界農業遺産（GIAHS）の側面から
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・9/21-22の豪雨で、ふりだしに戻る可能性あり

・GIAHSを支える集落の存亡 珠洲市160集落 輪島市180集落

高齢化と人口減少で、集落を維持できない

農林業に人の手が入らず維持ができない

こうした土地利用が変化することで、生物多様性へも影響

公費解体がすすみ能登らしい建築や景観が失われる

→ 個々の住宅相談・アドバイスを急ぐ まず価値を認識し保全、改修へ

→ 生業を変化させつつ持続可能なかたちへ（滞在型観光と食など）

→ 新たな担い手の確保 関係人口づくりとコモンズ

→ オフグリッドやサーキュラーエコノミー
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